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岡 本綺堂 



o 君 は 語る。 

大正の 初年から 某 商会の 満洲 支店 詰 を 勤めて いた 堀 

部 君が 足 かけ 十 年 振りで 内地へ 帰って来て、 彼が 満洲 

で 遭遇した 雪女の 不思議な 話 を 聞かせて くれた。 

ほうてん ギ. I んさ いほし 

この 出来事の 舞台 は 奉 天に 近い 芹菜堡 子と かいう 所 

だそう である。 わたし も かって 満洲の 土地 を 踏んだ こ 

とが あるが、 その 芹菜堡 子と かいうの は どんなと ころ 

うん さく 

か 知らない。 しかし、 それが いわゆる 雲朔に 近い 荒涼 



たる 寒村で ある こと は 容易に 想像され る。 堀 部 君 は 商 

会の 用向きで、 遼 陽の 支店 を 出発して、 まず 撫 順の 炭 

鉱へ 行って、 それから 汽車で 蘇 家 屯へ 引つ 返して、 蘇 

家 屯 かち 更に 渾 河の 方面に むかった。 蘇 家 屯から 奉 天 

まで は 真っ直ぐに 汽車で 行かれる ので あるが、 堀 部 君 

は 商売 用の 都合から 渾 河で 汽車に わかれて、 供に 連れ 

たシナ 人と 二人で 奉 天 街道 をた どって 行った。 

一月の 末で、 おととい はこ こで も かなりの 雪が 降つ 

つ るぎ 

た。 きょうは 朝から 陰って 剣の ように 尖った 北風が 

ひゆう ひゆう と 吹く。 土地に 馴れて いる 堀 部 君 は 毛皮 

ま- 7 力 

の 帽子 を 眉 深に かぶって、 あつい 外套の 襟に 顔 をう ず 



が、 今夜 は 客への 歓^ぶ りに 一 挺の 蠟燭 がテ— ブルの 

上に ともされ ている。 その 弱い ひかりで 堀 部 君 は 懐中 

時計 を 透かして みると、 午後 六 時 を 少し 過ぎた 頃で 

あった。 ここらの 人た ち はみ な 早寝で あるが、 堀 部 君 

にと つて はま だ 宵の口で ある。 いくら 疲れて いても、 

今から すぐに 寝る わけに もい かないので、 幾分 か 迷惑 

そうな 顔 をして いる 老人 を 相手に、 堀 部 君 はまたい ろ 

いろの 話 をして いるう ちに、 右の 方の 部屋で 何 かがた 

リ という 音が した かと 思う と、 老人 は 俄かに 顔色 を 変 

えて、 あわただしく 腰掛け を 起って、 その 部屋へ 蚯け 

込んで 行った。 



「そうか ご と、 堀 部 君 は 思わず 声を立てて 笑い出した。 

日本語の 判らない 老人 は、 びっくりし たように 客の 

笑い顔 をみ あげた。 李 太 郎も眼 をみ はって 堀 部 君の 顔 

を 見つめて いた。 

「ここらに も馬賊 はいるだろう ご と、 堀 部 君 は 訊いた。 

r 馬賊、 おります ご と、 李太郎 はうな ずいた。 

「それ だよ。 きっと それ だよ ごと、 堀 部 君 はや はり 笑 

いながら 言った。 「馬賊 にも 限るまい が、 とにかくに 

泥坊の 仕業 だよ。 むかしから そんな 伝説の あるの を 利 

用して、 白い 女に 化けて 来 るんだ よ。 つまり 幽霊の 真 

似 をして 方々 の 若い 娘 を さらって 行く のさ。 その 行く 
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